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国
労
統
一
重
点
要
求

定
期
昇
給
の
完
全
実
施
と
２
０

１
３
年
4
月
1
日
時
点
に
お
け

る
基
本
給
に
５
，
０
０
０
円
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
契
約
社
員
も

５
，
０
０
０
円
の
基
本
給
引
き

上
げ
、
ア
ル
バ
イ
ト
社
員
は
、

時
給
の
５
０
円
増
額
、
最
低
時

間
給
１
，
０
０
０
円
、
日
給
１

万
円
と
す
る
こ
と
。

①

定
期
昇
給
の
完
全
実
施
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
獲
得
。
初
任

給
の
改
善
。
第
二
基
本
給
制
度

の
廃
止
。

②

成
果
主
義
賃
金
制
度
導
入

反
対
。
差
別
の
な
い
公
正
な
人

事
・
賃
金
制
度
の
確
立
。

③

Ｊ
Ｒ
会
社
間
の
労
働
条
件

等
の
格
差
是
正
。

④

出
向
制
度
及
び
出
向
先
の

労
働
条
件
の
改
善
。

⑤

５
５
歳
以
上
と
６
０
歳
以

上
の
在
職
条
件
の
改
善
。
年
金

受
給
ま
で
安
心
し
て
働
け
る
制

度
の
確
立
。

⑥

サ
ー
ビ
ス
残
業
や
増
収
押

し
付
け
反
対
。
年
間
総
実
労
働

時
間
１
，
８
０
０
時
間
実
現
と

労
働
時
間
短
縮
。
時
間
外
割
増

率
５
０
％
、
休
日
割
増
率
１
０

０
％
の
実
現
。

⑦

人
減
ら
し
「
合
理
化
」
反

対
。
作
業
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
と

要
員
の
確
保
。
技
術･

技
能
の

継
承
、
教
育
の
充
実
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
。
業
務
委
託
・

外
注
化
施
策
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
安
全
を
保
障
で
き
る
直
営

体
制
の
強
化
を
。

⑧

Ｊ
Ｒ
契
約
社
員
の
社
員
化

実
現
、
「
雇
い
止
め
」
反
対
。

Ｊ
Ｒ
は
希
望
者
の
正
社
員
化
を

図
れ
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
賃
金
・

労
働
条
件
改
善
。
パ
ー
ト
タ
イ

ム
・
派
遣
労
働
者
の
正
社
員
化

の
実
現
。
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２
０
１
３
年
春
闘
は
、
長
引
く
不
況
の
な
か
で

大
企
業
が
２
６
７
兆
円
も
の
内
部
留
保
を
貯
め

込
む
一
方
、
賃
金
を
引
き
下
げ
、
正
規
雇
用
を

非
正
規
雇
用
に
置
き
換
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ

ア
を
増
加
さ
せ
、
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
景
気
回
復

に
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
と
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
、
雇
用
の
確
保
、
社
会
保
障
の
拡

充
で
、
家
計
を
温
め
消
費
を
増
や
す
こ
と
が
重

要
で
す
。

賃 上 げ

原発を
なくせ

社会
保障

の充
実

２
０
１
３
年
春
闘
は
、
長
引
く
円
高
や
デ

フ
レ
問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
表
明
、
年

金
受
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
社
会

保
障
の
改
悪
、
差
し
迫
る
消
費
税
増
税
問
題

な
ど
国
民
の
生
活
不
安
が
増
大
を
続
け
て
い

る
も
と
で
、
冷
え
込
ん
だ
消
費
を
賃
金
引
上

げ
で
国
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
重
要

な
闘
い
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
被
災
者
支
援
が
不
十
分
な
中
、

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
復
興
予
算
の
流
用
や

大
企
業
へ
の
ば
ら
撒
き
が
問
題
と
な
っ
た
が
、

被
災
地
へ
の
真
の
復
興
・
支
援
を
強
め
る
こ

と
、
反
原
発
、
原
子
力
に
よ
ら
な
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
早

期
転
換
、
沖
縄
県
民

の
意
思
を
踏
み
に
じ
る
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
反
対
、
憲
法
改
悪
や
戦
争
で
き
る
国
づ

く
り
の
動
き
が
強
ま
る
も
と
で
、
核
も
基
地

も
必
要
の
な
い
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
本
を
つ
く
る
た
め
に
も
大
切
な
闘
い
と
な

り
ま
す
。

日
本
の
政
治
状
況
は
、
総
選
挙
の
結
果
を

受
け
て
右
展
開
の
危
険
な
方
向
性
に
向
き
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
は
構
造
改
革
路
線

に
反
対
し
、
貧
困
や
格
差
是
正
、
反
原
発
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
、
基
地
も
核
も
い
ら
な
い
と
い

う
国
民
大
衆
の
運
動
の
高
揚
も
大
き
な
う
ね

り
と
な
っ
て
表
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
春
闘
に
お
け
る
労
働
組
合
の

課
題
は
、
自
ら
の
労
働
条
件
・
賃
金
改
善
の

課
題
を
闘
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
民
の
新

た
な
政
治
を
求
め
る
運
動
の
台
頭
と
積
極
的

に
か
か
わ
り
、
あ
ら
ゆ
る
共
同
闘
争
を
大
き

く
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
構
造
改
革
路
線
や
軍
事
同
盟
強
化

の
政
治
か
ら
国
民
本
位
の
政
治
を
め
ざ
し
て

そ
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
Ｊ
Ｒ
の
安
全
輸
送
確
立
、

労
働
条
件
改
善
の
保
障
と
な
る
国
労
組
織
の

拡
大･

強
化
を
真
剣
に
追
求
し
、
Ｊ
Ｒ
及
び

関
連
労
働
者
の
組
織
化
と
非
正
規
の
正
社
員

化
、
待
遇
改
善
の
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


